
1

令和 4 年 6 月 1 日 第 120号

同窓会のホームページアドレス　https://www.yuuhikai.com

発行所　〒240－0035　横浜市保土ケ谷区今井町 743　神奈川県立商工高等学校同窓会（商工高等学校内）
TEL ＆ FAX ／ 045-352-3306   E メールアドレス／ info@yuuhikai.com  発行部数／ 5000　編集／広報委員会　印刷所／（有）風里

同窓生累計：28,280 名・含む物故会員
※2022 年 3月卒業生含む
・総合ビジネス科 760 名（ 7期）
・総合技術科 722 名（ 7期）
・商業科  6,668 名（92 期）
・情報処理科 2,539 名（39 期）
・国際経済科 756 名（21 期）
・機械科 5,574 名（92 期）

・電気科 5,593 名（92 期）
・化学科 3,081 名（92 期）
・定時制商業科 821 名（23 期）
・定時制機械科 1,009 名（32 期）
・定時制電気科 757 名（31 期）���

令
和
３
年
度
卒
業
式

２
０
４
名
が
巣
立
ち

令
和
４
年
度
入
学
式

２
３
１
名
が

新
た
な
商
工
生
に

　

令
和
２
回
目
の
卒
業
式
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
規
模
縮

小
で
令
和
４
年
３
月
２
日
（
水
）
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
保
護
者
は
生
徒
１
名
に

付
き
１
名
で
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
塩

原
校
長
か
ら
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
国

歌
斉
唱
、
校
歌
は
「
心
の
中
で
の
唱
和
」

と
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
よ
り
、
修
学
旅
行
や
文
化

祭
の
中
止
、
時
差
登
校
や
短
縮
授
業
な
ど
、

商
工
生
活
で
は
残
念
な
こ
と
が
多
か
っ
た

か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
糧
に
活
躍
す

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
４
月
６
日
（
水
）
令
和
４
年

度
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
合
ビ
ジ

ネ
ス
科
１
１
３
名
、
総
合
技
術
科
１
１
８

名
の
合
計
２
３
１
名
が
新
た
に
商
工
生
と

な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
生
徒
１
名
に
対

し
て
保
護
者
１
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
県
商
工
で
の
学
校
生
活
が
、
充
実
し
、

実
り
あ
る
高
校
生
活
で
あ
る
こ
と
を
心
よ

り
願
っ
て
い
ま
す
。

コロナ禍が続く中での　“春 ”

　

卒
業
生
数
は
、
次
の
通
り
で
す
。
総
合

ビ
ジ
ネ
ス
科
（
１
～
３
組
）
１
１
３
名
、

総
合
技
術
科
（
４
～
７
組
）
91
名
、
合
計

２
０
４
名
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本
年
の
総
会
で
す
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
ま
ん
延
防
止
も
解
除
に
な
り
、

３
年
ぶ
り
に
開
催
致
し
ま
す
。
感
染
予

節
目
の
令
和
４
年
度

第
21
代
校
長　

塩
原　

正
美

　

令
和
４
年
度
を
迎

え
、
商
工
で
の
校
長

職
も
５
年
目
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
２
年
間
は
、
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
対
策
を
最
優
先
さ
せ
た
教
育

活
動
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
収
ま
る
気
配
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
日

で
も
早
く
通
常
の
教
育
活
動
が
で
き
る
よ

う
、
感
染
防
止
対
策
を
と
り
つ
つ
、
で
き

る
だ
け
通
常
の
教
育
活
動
に
近
づ
け
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
、
同
窓
会
の
皆
様
方
の
ご
尽
力

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
と
な
り
ま
し
た
が

創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
改

め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

グ
ラ
ン
ド
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
の
移
動
式

観
客
ス
タ
ン
ド
の
設
置
な
ど
、
生
徒
の
教

育
環
境
の
向
上
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
末
永
く
大
切
に
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
新
し
い
学
習
指
導

要
領
が
年
次
進
行
で
実
施
さ
れ
る
最
初

の
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
改
定
で
は
「
職

業
教
育
の
充
実
」
が
示
さ
れ
て
い
て
、

就
業
体
験
等
を
通
じ
た
望
ま
し
い
勤
労

観
、
職
業
人
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
観
に

関
す
る
指
導
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
会
の
お
知
ら
せ

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
る
た
め
に

会
員
各
位
の
さ
ら
な
る
ご
尽
力
を

同
窓
会
会
長　
　

小
原　
　

進

　

世
界
が
コ
ロ
ナ
禍

に
席
捲
さ
れ
て
二
年

以
上
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
そ
の
猛
威
は

終
息
の
兆
し
を
見
せ

ず
、
本
会
の
運
営
も
先
行
き
が
見
通
せ
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
次
回
の
総

会
は
三
年
ぶ
り
の
対
面
形
式
で
の
開
催
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
昨
年
度

は
念
願
の
母
校
創
立
１
０
０
周
年
の
式
典

を
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
会
員
の
皆
様
の
臨
席
は
か

な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
各
位
の
ご
協
力

に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

同
窓
会
独
自
の
事
業
と
し
て
勧
め
て
き
ま

し
た
寄
付
金
に
よ
る
記
念
事
業
に
つ
き
ま

し
て
も
、
次
回
の
総
会
に
て
報
告
し
了
解

を
得
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
各

種
の
行
事
も
順
次
復
活
さ
せ
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
は
在
校
生
と
の
接
触
が

ほ
と
ん
ど
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も

影
響
し
て
か
、
こ
の
春
の
卒
業
生
の
本
会

へ
の
未
入
会
者
数
が
１
０
０
名
を
超
え
、

３
つ
の
ク
ラ
ス
で
は
全
員
が
未
入
会
と

な
っ
て
し
ま
い
、
今
後
の
本
会
の
運
営
に

不
安
を
感
じ
る
の
も
事
実
で
す
。
先
行
き

不
透
明
な
状
況
は
ま
だ
続
く
も
の
と
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し

て
は
健
康
に
留
意
さ
れ
、
引
き
続
き
本
会

の
運
営
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

防
対
策
を
十
分
に
開
催
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

な
お
、
懇
親
会
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

日
時
：
６
月
18
日
（
土
）

　
　
　

15
時
開
会
（
14
時
30
分
受
付
）

会
場
：
Y
B
S
南
幸
ビ
ル
９
F
ホ
ー
ル

　
　
　

横
浜
シ
テ
ィ
ク
ラ
ブ

　
　
　

横
浜
市
西
区
南
幸
２-

15-

20

　
　
　

Y
B
S
南
幸
ビ
ル

電
話
：
０
４
５-

３
１
３-

５
５
１
５

交
通
：
横
浜
駅
西
口
よ
り
徒
歩
８
分

総
会
へ
の
参
加
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会

場
の
都
合
上
６
月
10
日
（
金
）
ま
で
に

同
窓
会
事
務
局
へ
メ
ー
ル
、
F
A
X
、

ま
た
は
、
電
話
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
で
は
、
本
年
度

の
全
て
の
専
門
学
科
高
校
３
年
生
か
ら

デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
（
学
校
と
企
業
が

一
緒
に
年
間
を
と
お
し
て
就
業
体
験
を

行
う
も
の
）
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
本
校

で
も
、
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
及
び
総
合
技

術
科
の
３
年
生
の
科
目
「
課
題
研
究
」

で
実
施
し
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
生
徒

の
職
業
観
や
倫
理
観
が
醸
成
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

い
た
だ
け
る
企
業
さ
ま
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

こ
の
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
伴
い
令

和
４
年
度
入
学
生
よ
り
、
入
学
時
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
個
人
負
担
で
購
入
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
リ
ク
ル
ー
ト
の
ス
タ

デ
ィ
ー
サ
プ
リ
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
確

か
な
学
力
（
基
礎
学
力
）
の
定
着
、
家
庭

学
習
の
習
慣
化
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
広
報
誌
「
雄
飛
」
で
お
伝
え
し

た
、体
育
館
の
耐
震
老
朽
化
工
事
で
す
が
、

体
育
館
の
耐
震
補
強
補
修
工
事
は
、
令
和

４
年
度
開
始
予
定
で
し
た
が
、
令
和
５
年

度
施
工
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
び
に
、
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
と

同
窓
生
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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【第 1 号議案】
令和 3 年度会務報告
　
1. 書面総会 
　令和 3 年の総会はコロナ禍により、昨年に続き雄飛 118 号を利用しての「書

面総会」とした。会員から令和 3 年度の予算案についてのご意見、ご質問が
1 件あったが、説明してご了解を頂いた。その他、現役員の改選の 1 年間延
長する案を始め、すべての案件は承認された。

2. 総務委員会
　1）財務の確立について
　　  同窓会への入会者が卒業生のうち、88 名と非常に少なく予算比△ 500 千
　　  円となった。
　2）予算管理のレベルアップについて
　　  定期的な月次収支決算書のチェック、上期、下期収支決算書の速やかな
　　  作成を実行した。
3. 企画委員会
　1）11 月 27 日 ( 土 ) 第 71 回秋の歩こう会、3 月 26 日 ( 土 ) 第 72 回春の花
　　  見会は、共に中止となった。（新型コロナウイルス感染症の拡大のため中止）
　2）第 16 回「青春かながわ校歌祭」は中止となった。（新型コロナウイルス
　　  感染症の拡大のため中止）
4. 広報委員会
　1）会報「雄飛」118 号、119 号を発行
　2）ホームページの運営
5. ゴルフ大会
　第 31 回ゴルフ大会は前回に続き延期となった。（新型コロナウイルス感染症

の拡大のため延期）
6. 雄飛展（商工祭）実行委員会
　商工祭は 10 月 31 日 ( 土 ) 生徒のみ参加で実施。
　雄飛展 ( 商工祭 ) 実行委員会は不参加となった。
7. 第 26 回新年懇親の集い
　新年懇親の集いは中止となった。（新型コロナウイルス感染症の拡大のため

中止）
8. 創立 100 周年記念事業
　令和 3 年 10 月 26 日（火）13 時 30 分から神奈川県民大ホールで創立 100

周年記念式典開催された。なお、コロナ禍のため参加者を限定して執り行っ
た。また、式典はライブ配信された。

9. 支部活動報告
　1）湘南会（旧藤沢支部）活動 
　2）相鉄沿線支部活動

【第 3 号議案】
令和 4 年度会務運営計画（案）
　１. 会員総会 
　日時：令和４年 6 月 18 日（土）　午後 3 時開催
　場所：YBS 南幸ビル　横浜シティクラブ９F ホール 
2. 総務委員会
　1）財務の確立を図る
　2）予算管理のレベルアップを図る
3. 企画委員会
　1）第 73 回秋の歩こう会　令和 4 年 11 月 12 日（土）（三殿台遺跡）
　　  第 74 回春の歩こう会（花見会）　令和 5 年 3 月 25 日 ( 土 )（相鉄沿線支
　　  部と共催）
　2）第 17 回「青春かながわ校歌祭」　令和 4 年 10 月 15 日（土）　横須賀芸

術劇場　※集合時間等はホームページでお知らせします
4. 広報委員会
　1）会報「雄飛」120、121 号を発行する
　2）ホームページの運営
5. ゴルフ大会の実施
　第 31 回ゴルフ大会は秋に実施予定　（期日未定）※詳細はホームページでお

知らせします
6. 雄飛展（商工祭）実行委員会
　商工祭（文化祭）に参加　令和 4 年 10 月 29 日（土）～ 10 月 30 日（日）
7. 第 29 回新年懇親の集い
　令和 5 年 1 月 21 日（土）　YBS 南幸ビル（横浜シティクラブ９F ホール）
8. 支部活動計画
　1）湘南会（旧藤沢支部）活動（事業年度：令和 4 年 1 月 1 日～令和 4 年
　　  12 月 31 日）
　　  2 月　支部会報「實たより」第７４号を発行する
　　  7 月 15 日（金）　暑気払い
　　  2 月 11 日（日）　サークル活動報告会（忘年会）
　2）相鉄沿線支部活動（事業年度：令和 4 年 1 月 1 日～令和 4 年 12 月 31 日）
　　  10 月　秋の会合
　　  3 月 25 日（土）　春の会合「こども自然公園」花見会（企画委員会と共催）

【第 2 号議案】
令和 3 年度 収支決算報告

（令和 3 年 4 月１日～令和 4 年 3 月 31 日）
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  単位：千円

大 科 目 予算額 決算額 備 考
1. 会費 2,387 1,551
2. 総会費収入 0 0
3. 会報広告収入 240 280 17 社→ 14 社
4. 寄付金収入 15 90 3 名
5.100 周年記念事業寄付金収入 2,200 1,094 149 名
6. 雑収入 0 56 ※ 1
7. 特定預金取崩収入額 17,040 2,050
当期収入合計（Ａ） 21,882 5,121
前期繰越金 73 73
当期収入の部合計（Ｂ） 21,955 5,194

※ 1 預貯金利息、100 周年記念切手 56,000 円含
支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  単位：千円

大 科 目 予算額 決算額 備 考
1. 事業費 19,795 2,000
2. 会議費 150 102
3. 管理費 1,535 1,406
4. 雑支出 0 0
5. 特定預金積立繰入額 410 1,622
6. 固定資産取得支出 0 0
当期支出合計（Ｃ） 21,890 5,130 
当期収支差額（Ａ）−（Ｃ） △ 8 △ 10
次期繰越金（B）−（C） 65 63 

令和 3 年度 特別会計決算報告
（自　令和 3 年 4 月 1 日　  至　令和 4 年 3 月 31 日） 　　　　　　 　単位：千円

【第４号議案】
令和 4 年度 収支予算（案）

（令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日）
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  単位：千円

大 科 目 前年度予算額 今年度予算額 備 考
1. 会費 2,387 1,564
2. 総会費収入 0 140 懇親会会費
3. 会報広告収入 240 280 17 社→ 14 社
4. 寄付金収入 15 90
5.100 周年記念事業寄付金収入 2,200 0
6. 雑収入 0 0 預貯金利息
7. 特定預金取崩収入額 17,040 18,854※
当期収入合計（Ａ） 21,882 20,928
前期繰越金 73 63
当期収入の部合計（Ｂ） 21,955 20,991
支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  単位：千円

大 科 目 前年度予算額 今年度予算額 備 考
1. 事業費 19,795 18,939※
2. 会議費 150 250
3. 管理費 1,535 1,470
4. 雑支出 0 0
5. 特定預金積立繰入額 410 270※
6. 固定資産取得支出 0 0
当期支出合計（Ｃ） 21,890 20,929
当期収支差額（Ａ）−（Ｃ） △ 8 △ 1
次期繰越金（B）−（Ｃ） 65 62

 ※の項目は 100 周年関連の関係で昨年度予算と変わっています。

財産目録  
（令和 4 年 3 月 31 日現在） 　　　　　　　                                          単位：千円 

1. 減価償却引当積立金

前期繰越額 当期繰入額 当期取崩額 次期繰越額

1,327 59 0 1,386 

2. 終身会費積立金

前期繰越額 当期繰入額 当期取崩額 次期繰越額

6,650 270  2,050 4,870 

※当期崩し額は前年度過大取崩額修正 3,000 含む。

3. 母校創立 100 周年記念事業積立金

前期繰越額 当期繰入額 当期取崩額 次期繰越額

15,540 1,294 0 16,834 

科 目 金額 備 考
1. 流動資産
　 現金 35

郵便振替（ゆうちょ銀行） 28
流動資産　合計 63

2. 固定資産
什器備品 0
電話加入権 35
減価償却引当積立金 1,386
終身会費積立金 4,870
創立 100 周年記念事業積立金 16,834
固定資産　合計 23,126

3. 負債の部
負債　合計 0

正味財産　合計 23,189
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卒　期 氏　名 金　額

旧職員 松井　薫子 20,000 
定商 8 平田　宣夫 12,000 
化 32 西関　　武 10,000 
化 47 大石　文枝 10,000 
機 30 峰尾　昌成 10,000 
機 34 千金　忠司 10,000 
機 39 阿部　誠一 10,000 
機 40 鈴木　太一 10,000 
機 62 平澤　具彦 10,000 
商 17 故　榊原　昇 10,000 
商 21 岩沢　末三 10,000 
商 31 小林　富美 10,000 
商 51 肥田美惠子 10,000 
電 39 小串　　勲 10,000 
電 44 榎本　孝一 10,000 
定商 8 稲垣　徳子 10,000 
種電 2 渡辺　正平 10,000 

卒　期 氏　名 金　額

ナカムラアキオ 10,000 
化 58 植草　郁子 7,000 
化 33 岩田　　順 6,000 
電 23 吉田　昭典 6,000 
電 33 藤沢　　甫 6,000 
商 51 谷口　英子 5,000 
電 63 土屋　　操 5,000 

定電 15 金子　勝秀 5,000 
定商 5 上野富美江 4,000 
化 46 富田　　清 3,000 
商 49 大川　恭子 3,000 
電 34 有本 誠一郎 3,000 
定機 8 広谷　　武 3,000 
化 41 前田　　剛 2,000 
化 44 大西美佐子 2,000 
化 47 柴田　喜愛 2,000 
化 70 増子　幸枝 2,000 

卒　期 氏　名 金　額

化 70 長谷川寛泰 2,000 
機 16 安藤　　正 2,000 
機 33 文珠川　清 2,000 
機 35 岡田　　弘 2,000 
機 40 蒲谷　秀彦 2,000 
機 40 水鳥　隆志 2,000 
機 45 北井　勝則 2,000 
商 30 岡田　　浩 2,000 
商 40 加藤　弘高 2,000 
商 49 石黒　新一 2,000 
商 60 大山　和子 2,000 
電 41 安藤　　秀 2,000 
電 46 羽生　鎮雄 2,000 
定商 3 山崎　吉治 2,000 
定商 8 田中　　峻 2,000 
定電 3 池田　健蔵 2,000 

匿　　　名 2,000 

令和３年１０月～令和４年３月までの100周年のご寄付いただきありがとうございます寄付者名簿

平成29年４月～令和3年9月 
18,291,191円

令和3年10月～令和4年3月 
290,000円

総合計
平成29年4月～
令和4年3月
18,581,191円
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40 加藤　弘高 3

40 中村　光子 3

41 廣瀬　保則 2 3

43 白井　勇次 2 2

43 福本　昌矩 2 1

45 二見　義広 4

47 松浦　秀俊 2

47 小泉　和子 3

49 石黒　新一 3

54 匿名 1

58 田村　昭子 3

62 野田　晴美 2 1

64 笠原　和行 2

69 志手　聖子 2

機械科

16 安藤　　正 2 2

30 浅沼　豊市 2

30 新　　諭吉 1

30 井関　順義 1

30 峰尾　昌成 10

31 大神　　茂 10

33 田辺　和夫 1

33 長島　英二 2

33 小林　博光 2

33 高橋　導徳 2

34 松尾　慶男 2 2

35 小野　研二 2

35 岡田　　弘 2 1

36 斎藤　　滋 2

36 井上　邦雄 4 6

36 高橋　伸和 2

36 永嶋　嗣生 2

38 池上　　満 2

38 酒井　忠裕 2

38 平戸　英雄 2

38 松本　勇治 2

38 山之井英雄 4

40 蒲谷　秀彦 3

40 水鳥　隆志 2 3

41 志賀清一郎 2

41 長嶋　泰信 2

43 高橋　清和 2

43 佐藤　光親 2

44 小島　信夫 1

44 宮下　典明 2

44 瀬戸　利夫 1

45 北井　勝則 2

45 佐藤　洋一 2 1

46 天野　隆司 2

46 柳下　正勝 2

48 河住　正宏 2

48 広瀬　純一 2

49 長澤　猛志 6

51 笠原　　清 2

51 西井　光昭 2

53 深野　孝男 2

62 坂本　光男 2 1

電気科

21 御園生芳之 2 3

23 吉田　昭典 4

28 関根　光和 3

28 小川喜一郎 2 1

31 永坂　　禎 2

32 反町　義興 4

33 荒井　　弘 1

33 中野　　剛 2

33 服部　輝男 2

34 有本誠一郎 2

36 田辺　恵司 1

37 古川　智祥 10

38 齋藤　　力 1

39 斉藤　昭敏 2

39 牧野　好延 3

41 守　健一郎 2 1

41 八木　一男 2

41 安藤　　秀 2 1

43 内藤　　登 2

44 鶴田　静男 2

46 羽生　鎮雄 2 1

49 広瀬　治親 2

50 小林　　晃 3

51 小沢　芳明 2

56 藤方　由春 2

56 内田　　隆 1

63 土屋　　操 5

69 金刺　恭孝 2

83 小川　恭平 2 1

化学科

29 井上　　昇 2

31 斉藤　謙三 2

33 岩田　　順 14

34 徳本　正之 2

39 末吉　徹雄 2 1

41 小原　　進 10

41 前田　　剛 2

45 石井　久光 2 1

47 柴田　喜愛 2 1

51 古賀　好子 2 1

54 柏倉由美子 10

57 鈴木　正義 2

58 植草　郁子 2

69 吉田　良和 2

70 長谷川寛泰 2 1

70 増子　幸枝 2 2

総合技術科

 95 辻　登志希 2 3

定時制商業科

3 山崎　吉治 2 1

5 上野富美江 2 2

7 佐藤　初子 2 1

8 平田　宣夫 2 1

11 横山　久二 4 1

12 小林　道代 2

13 森田　光雄 2

定時制機械科

7 久松　　建 2 1

19 宮城　正和 2

20 川瀬　良一 2

21 石川　定夫 1

21 服部　高一 2 1

定時制電気科

3 池田　健蔵 2 1

4 市毛　総幸 2

7 川鍋　　宏 3

7 藤巻　一夫 2

15 金子　勝秀 5

商業科

卒期 氏　名 会費 賛助

28 石沢　秀泰 2

30 岡田　　浩 2 1

31 鈴木　秀雄 5

31 小林　富美 2

33 太田　憲明 2

34 小山　　喬 5

35 市川　武司 2

35 柿澤　雅夫 10

35 高畠　規人 2

35 栃原　明樹 7

35 松下　正隆 4

35 横山　房司 10

37 菅　　哲男 2

37 鈴木　節夫 3

37 大山　　晃 3

38 清水　勇輔 2

38 内苑　光枝 4

40 松元　純子 2

年会費・賛助会費
納入者一覧表

今回の掲載名簿は次の受付日です
令和3年10月1日～令和4年3月31日

郵便振替・銀行振込・現金
による受付のものです
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69 岡田　　篤

73 今泉　直人

82 長谷川　翔

機械 29 清水　一男

40 加藤　孝男

41 松井　政義

46 碓井　好美

48 高橋　幸雄

48 森　　栄治

48 黒沢　克己

51 内山　俊治

51 水島　利和

55 小藤　　明

57 有海　隆夫

電気 14 碓井　賢治

36 伊波　四郎

36 松本　　清

37 中里　　毅

38 河西　善彦

39 長田　　功

39 滝口　昌久

40 久保寺　一

41 浜田　年男

41 河本　敏彦

42 桐ケ谷　勇

44 榎本　孝一

46 常盤　　勇

48 立岩　　稔

49 浦野　一郎

51 佐野　　正

物故会員名簿（敬称略）

科 氏名 逝去日

商 17 榊原　　昇 R3.6.23

商 18 中村　国政 R4.3.20

商 19 斧原三武良 R1.9.27

商 34 甘粕　普弘 R2.12.15

商 37 福岡タカ子 R3.11.27

機 28 久野　紀行 R4.2.7

機 31 竹内　泰久 R3.8.19

機 33 金子　信男 R2.4.20

機 33 日高　照雄 R3.6.24

機 36 冨森　常志 R1.10.5

機 36 坂田　昌一 R3.9.15

機 38 佐藤　威男 R3.9.13

電 22 葛生　達郎 R1.1.15

電 30 長崎　　等 R4.1.2

電 38 山内　勝二 R4.2.5

電 34 水谷　　実 R3.3.7

化 24 萩原真之助 R2.8.1

化 26 山中　昭五 R3.1.10

種電 3 片山　　實 H25.4.2

定電 10 大木　正夫 R3.2.22

定電 13 吉田　健一 R2.10.25

旧職員 村山日出雄 R3.10.1

旧職員 中村　正信 R3.11.9

旧職員 岡田　憲巌 R3.9.8

御逝去されました会員の皆様には心
から哀悼の意を表します。ご家族に
連絡し、会報への掲載に同意いた
だいた方のみ掲載いたしました。

※上記の寄付、会費等の単位は
　千円です。
※敬称は省略させていただきます。

51 下平　　茂

52 水野　　功

58 長谷川達也

63 土屋　　操

化学 30 菊地　　健

30 高島教一郎

32 西関　　武

33 黒川　智行

40 鈴木　　勉

40 高橋　正昭

44 三橋　保男

45 高橋　　保

45 西　　純一

53 林田　典子

68 露木　俊徳

69 多賀　涼子

情報 1 村上　加恵

2 萩原　正博

3 風間　好美

5 霜越　浩美

5 三田　博士

11 小嶋　聖子

16 大泉　弘治

定商業 4 星田　一雄

定機械 14 川崎　節雄

15 橋本　光司

旧職員 松井　薫子

終身会費

平成29年 4月〜令和4年 3月

科 卒期 氏　名

商業 13 桜井　　博

17 新井　良平

31 鈴木　松弘

31 平沢富三郎

32 内村　　徹

33 中根　良夫

33 山田　　茂

33 若林　敏男

34 寺田慶太郎

39 荒井伊佐雄

41 鈴木　静江

42 東郷　　文

44 森田　房子

48 久保野正子

49 石黒　新一

49 瀬下　久恵

51 肥田美惠子

51 中代満里子

52 田代　絹子

53 高橋　陽代

56 林　　晴美

58 田村　昭子

59 三田美恵子

60 名越真由美

60 鈴木恵美子

63 中神　京子

67 肥田かずえ
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創業明治26年 皆様に愛されて

ユニフォームの　　　　　  は
お陰さまで創業129年になりました。

品数・種類豊富な

社　長 中 島 康 一

本　社／横浜市金沢区幸浦 2-22-17
　　　　TEL（045）785-2611（代）
野　毛　店／横浜市中区宮川町2-45　TEL（045）241-6831（代）
ショップ／野毛店・金沢店　

商業科

加藤　弘高（40）
コロナ禍で在学時の何倍も自習しました。
日本史　世界史　百人一首も大分覚えまし
た。淡路島～

大川　恭子（49）
100 周年記念式典おめでとうございます。
式典のご成功をお祈り致します。

谷口　英子（51）
創立 100 周年おめでとうございます。同窓
会役員の皆様、コロナ禍での記念事業等、
本当にお疲れさまです。遅くなりましたが、
寄付金送らせていただきます。

肥田　美恵子（51）
創 立 100 周 年　 お めでとうご ざ います。
2021 年 3 月に定年退職しました。式典の挙
行と併せて記念の年となりました。商工のま
すますの発展をお祈りいたします。

匿名
創立 100 周年おめでとうございます。学校
名が存続し卒業生として誇りに思っていま
す。

機械科
竹内　泰久（31）
竹内泰久は、2021 年 8 月19 日旅立ちまし
た。長い間、お便りをお送り下さり有難うご
ざいました。  妻　竹内和子（ご家族様より）

井上　邦雄（36）
創立 100 周年おめでとうございます。記念
式典をパソコン上で拝見し、入学当時弘明
寺公園での自己紹介、クラス対抗駅伝大会、
仮装行列等々懐かしく思い出しました。

阿部　誠一（39）
機械 39 期　ピカラテス会　元気ですよ！！

加藤　孝男（40）
喜寿となり、あとは終身会費として納めさせ
て頂きます。今後も雄飛の活躍を期待して
います。

化学科
萩原　真之助（24）
父　萩原真之助は令和 2 年 8 月1日老衰の
ため亡くなりました。志としてお納めいたし
ます。長女　吉武明子（ご家族様より）

会費をお振込いただきありがとうございます。
本欄は郵便振込用紙の通信欄に記載されたも
のを掲載しています。一部長文は簡略化させて
いただきました。編集子は皆様からのコメント
を励みに頑張っています。　

ミニ通信

（　）は卒期

令和 3 年 4 月1日～令和 3 年 9 月30 日受領分

同窓会事務局からお知らせ
この度、５月末をもちまして同窓会事務局を
退職することになりました。皆様のご協力
を頂きながら、同窓会の事務局を４年間に
わたり務めさせて頂きました。ありがとうご
ざいました。　　　　　　　　　　（西條）

＊会報広報委員からのお願い＊
商工クラス会・クラブ OB 会など開催してい
る皆様、雄飛１２1 号に掲載してみませんか？
お写真と原稿を事務局へメールまたは郵送で
お送りください。よろしくお願いいたします。

〒 240-0035　横浜市保土ヶ谷区今井町 743
県立商工高等学校同窓会事務局

E メール info@yuuhikai.com
電話・FAX：045-352-3306

勤務：月・水・金曜日 コアタイム 13 時～ 14 時

〈商工五科の樹〉
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
ロ
シ
ア
軍
が
侵
攻
を

始
め
て
約
一
ヶ
月
半
（
３
月
末
現
在
）
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
建
築
物
の
残
骸
等
が
毎
日

の
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
い
て
、

停
戦
協
議
も
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
様

で
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
で
大
変
心
苦
し
い
内
容
で

あ
り
ま
す
が
、
私
個
人
と
し
て
の
投
稿

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
の
趣
味
は
、
鉄
道
模
型
を
は
じ
め
、

ジ
オ
ラ
マ
、
飛
行
機
、
艦
船
等
の
模
型

を
作
る
こ
と
で
す
。
以
前
何
度
か「
雄
飛
」

の
中
に
投
稿
し
ま
し
た
の
で
覚
え
て
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
御
存
知

か
と
思
い
ま
す
が
、
初
回
は
特
価
で
千

円
未
満
で
２
回
目
以
降
２
千
円
近
く
で

１
０
０
週
（
約
２
年
間
）
位
で
完
成
す

る
様
な
模
型
の
部
品
セ
ッ
ト
を
４
週
ま

と
め
て
宅
配
す
る
D
社
、
Ｈ
社
等
が
あ

り
ま
す
が
、
約
２
年
前
か
ら
作
っ
て
先

日
完
成
し
た
戦
車
が
あ
り
ま
す
。
陸
上

自
衛
隊
７
４
（
ナ
ナ
ヨ
ン
）
式
戦
車
と

い
う
も
の
で
、
少
し
紹
介
す
る
と
次
の

様
に
な
り
ま
す
。

　

全
長　
　

58
セ
ン
チ

　

幅　
　
　

19
セ
ン
チ

　

全
高　
　

14
セ
ン
チ

　

本
体　
　

亜
鉛
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
他

　

縮
尺　
　

１
／
16　
　
　

内
容

　
〈
走
行
〉　

前
進
・
後
退
、
左
右
転
回

　

姿
勢
制
御
（
左
右
車
高
を
変
え
ら
れ
る
）

　
〈
砲
塔
〉　

３
６
０
度
回
転
・
上
下
動

　

そ
の
他　

前
照
灯
、
尾
灯
が
点
滅
可

能
、
大
砲
音
・
機
銃
音
が
出
る
、
特
に

大
砲
音
を
出
し
た
時
は
車
体
が
２
～
３

セ
ン
チ
後
退
す
る
、
大
砲
の
横
に
照
準

（
赤
外
線
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
が
搭
載
さ
れ
て

砲
塔
の
動
き
と
連
動
す
る
モ
ニ
タ
ー
画

面
つ
き
）
戦
車
の
方
の
ス
イ
ッ
チ
を
入

れ
る
と
エ
ン
ジ
ン
音
が
出
る
等
々
。

　

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
は
別
に
あ
り
ゲ
ー
ム

機
の
様
に
矢
印
と
三
角
印
で
表
示
さ
れ

て
い
る
。

　

先
日
、
機
械
科
29
期
（
故
）
小
島
安

雄
様
の
ご
家
族
（
工
業
化
学
科　

58
期　

植
草
郁
子
〈
旧
姓　

小
島
〉）
よ
り
、
お

父
様
が
当
時
使
っ
て
い
た
バ
ッ
ト
と
写

真
を
お
送
り
頂
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

致
し
ま
す
。
昭
和
25
年
頃
の
写
真
と
な

り
ま
す
が
、
当
時
を
ご
存
じ
の
方
に
は
、

懐
か
し
い
資
料
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

伊
藤
良
彦
校
長
、
体
育
の
清
水
先
生
、
当

時
の
大
沢
啓
二
氏
の
姿
も
写
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

※
今
後
も
懐
か
し
い
写
真
な
ど
お
送
り

い
た
だ
き
ま
し
た
ら
紹
介
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

喜
寿
の
楽
し
み

機
械
科
40
期
　
高
木
忠
雄

甲子園へ
前列左から３番目　体育　清水先生、前列右端　伊藤良彦校長
後列２列目　左端　小島安雄氏（父）、最後列左から２番目　大沢啓二氏
新婚だった伊藤先生は甲子園の引率が新婚旅行だったの事です。

機械科１年１組
昭和 25 年 1 月 13 日

後列右から 3 番目　小島安雄氏
中列右端　伊藤良彦先生練習風景

当時のバットにサイン入り

贈
り
物

広
報
委
員
会
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以
上
で
あ
る
が
、
製
作
上
で
め
ん
ど
う

な
の
は
キ
ャ
タ
ピ
ラ
を
全
部
組
立
て
る

様
に
な
っ
て
い
て
左
右
両
方
で
１
５
０

セ
ッ
ト
以
上
同
じ
物
を
作
る
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

完
成
の
よ
ろ
こ
び
は
製
作
し
た
者
し

か
わ
か
ら
な
い
と
本
人
は
自
負
し
て
い

る
が
、
説
明
書
通
り
に
動
く
こ
と
に
よ

り
余
計
に
楽
し
く
な
り
ま
す
。
近
々
、

興
味
を
持
っ
て
い
る
近
所
の
居
酒
屋
の

店
主
に
見
せ
て
一
緒
に
楽
し
も
う
か
と

思
っ
て
い
る
。

　

私
も
喜
寿
に
な
り
、
老
い
を
気
に
し
な

が
ら
も
現
在
は
、
航
空
自
衛
隊
の
最
新

戦
闘
機
Ｆ

│

２
と
（
こ
れ
は
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
あ
と
約
２
年
か
か
る
）、
旧

国
鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ
ま
で
走
り
続
け
て
い
た

寝
台
特
急
「
あ
さ
か
ぜ
」
の
セ
ッ
ト
を

手
が
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
と
２
ヶ

月
ほ
ど
で
完
成
す
る
予
定
で
す
。
牽
引

す
る
電
気
機
関
車
Ｅ
Ｆ
６
５
（
か
な
り

精
密
で
運
転
席
に
扇
風
機
ま
で
つ
け
る
）

と
食
堂
車
、
２
等
寝
台
車
の
３
輌
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
３
台
並
べ

る
と
１
８
０
セ
ン
チ
位
に
な
る
の
で
現

在
は
置
き
場
所
に
困
っ
て
い
る
状
態
で

あ
る
。

　
「
死
ん
だ
ら
全
部
捨
て
ま
す
」
と
い
う

隣
に
居
る
女
の
人
の
声
を
聞
き
な
が
ら

４
週
に
１
回
送
っ
て
く
る
Ｓ
急
便
の
配

達
員
に
ま
で
「
今
回
は
戦
車
で
す
」「
今

回
は
ブ
ル
ト
レ
で
す
」
と
言
わ
れ
、
思

わ
ず
ニ
ヤ
ッ
と
笑
み
を
こ
ぼ
し
て
い
る

昨
今
で
す
。

雄
飛
展
（
商
工
祭
）

第
17
回 

青
春
か
な
が
わ
校
歌
祭

の
お
知
ら
せ

　

第
69
回
『
秋
の
歩
こ
う
会
』
が
中
止

に
な
っ
て
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
開

催
が
見
送
ら
れ
い
た
「
秋
の
歩
こ
う
会
」

で
す
が
、
今
年
は
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
場
所
は
中
止
と
な
っ
た
「
三
殿

台
遺
跡
」
を
改
め
て
巡
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
磯
子
区
岡
村
に
あ
る
、
縄
文
時

代
か
ら
古
墳
時
代
に
わ
た
る
大
規
模
な

集
落
遺
跡
で
、
ゆ
ず
の
C
D
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
に
も
登
場
し
た
遺
跡
で
す
。

◆
日
程
：
令
和
４
年
11
月
12
日
（
土
）

◆
場
所
：
三
殿
台
遺
跡

◆
集
合
場
所
：
横
浜
市
営
地
下
鉄

　
「
蒔
田
駅
」

◆
集
合
時
間
：
午
前
10
時
集
合

◆
会
費
：
５
０
０
円

※
昼
食
は
各
自
持
参
で
す
。

※
当
日
午
前
７
時
の
時
点
で
雨
の
場
合

　

は
中
止
と
し
ま
す
。

※
感
染
予
防
対
策
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く

　

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
73
回
『
秋
の
歩
こ
う
会
』

開
催
の
お
知
ら
せ

　

令
和
４
年
１
月
28
日
に
、
令
和
３
年
度

卒
業
生
に
対
し
て
同
窓
会
入
会
説
明
会

を
幹
事
５
名
で
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
で
の
リ
ス
ク
回

避
の
た
め
幹
事
が
各
教
室
を
回
り
、
ク

ラ
ス
単
位
で
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
残
念
な
が
ら
卒
業
生
全
員
入

会
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
88
名

が
新
た
に
同
窓
会
に
加
入
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
と
し
て
、
こ
の
春
に
新
た
に

同
窓
生
と
な
る
人
た
ち
を
温
か
く
迎
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
三
田　

記
）

令
和
３
年
度
卒
業
生
に

同
窓
会
入
会
の
説
明
会
実
施

　

今
年
は
、10
月
29
日
（
土
）・
30
日
（
日
）

に
、
雄
飛
展
（
商
工
祭
）
を
３
年
ぶ
り
に

開
催
予
定
で
す
。
今
後
の
コ
ロ
ナ
の
状
況

に
よ
り
、
規
模
縮
小
、
中
止
の
可
能
性
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
際
は
、
雄
飛
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご

確
認
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

青
春
か
な
が
わ
校
歌
祭
は
、
平
成
18

年
か
ら
連
続
出
場
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
令
和
元
年(

第
14
回)

が
台
風
直
撃
、

一
昨
年
と
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
で
３
年
連
続
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
10
月
15
日(

土)

に
横
須

賀
芸
術
劇
場
に
て
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
我
が
商
工
高
校(

雄
飛
会)

は
、「
校

歌
」
と
校
友
の

歌
「
自
由
の
園

生
」
を
合
唱
い

た
し
ま
す
。
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

も
あ
り
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
で
す

の
で
、
多
数
の

ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
ま

す
。
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湘
南
会
支
部

支
部
だ
よ
り

　

令
和
３
年
12
月
12
日
（
日
）

　

さ
つ
ま
や
本
店
で
サ
ー
ク
ル
活
動
報
告

会
（
忘
年
会
）
を
開
催
し
た
。

　

当
日
の
出
席
者
は
９
名
で
久
し
ぶ
り

に
出
席
し
た
諸
星
先
輩
の
幹
事
長
時
代

の
写
真
を
見
な
が
ら
、
昔
話
に
花
が
咲

い
た
。
宴
会
時
間
の
３
時
間
が
、
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
、
最
後
に

集
合
写
真
を
撮
っ
て
お
開
き
と
な
っ
た
。

（
持
田　

記
）

第
72
回
春
の
歩
こ
う
会

（
花
見
会
）
中
止

使
用
済
み
切
手
送
付
の
御
礼
と

引
き
続
き
の
お
願
い

　

企
画
委
員
会
・
相
鉄
支
部 

共
催
の
春

の
歩
こ
う
会
（
花
見
会
）
を
３
月
26
日

（
土
）
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
内
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
新
規
感
染
者
が
、
６
、０
０
０
人

前
後
／
日
で
推
移
し
、
高
止
ま
り
の
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。「
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
」
期
間
が
直
前
ま
で
延
長

さ
れ
、
そ
の
後
の
推
移
も
見
通
せ
な
い

こ
と
か
ら
、
開
催
を
断
念
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

　

３
年
ぶ
り
に
桜
の
木
の
下
、
飲
食
を

共
に
し
大
い
に
語
ら
い
を
楽
し
み
た
い

と
計
画
い
た
し
ま
し
た
が
、
誠
に
残
念

な
が
ら
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。
悪
し

か
ら
ず
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
（
亀
田　

記
）

　

前
号(

１
１
９
号
）
で
ご
協
力
を
お
ね

が
い
し
ま
し
た
使
用
済
み
切
手
に
よ
る

寄
付
で
す
が
、
予
想
以
上
の
反
響
が
あ

り
、
皆
様
か
ら
多
数
の
使
用
済
み
切
手

を
送
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
叫
ば
れ
て

い
る
昨
今
、
以
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
回
収
な
ど
の
運

動
が
有
名
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
不
要

と
思
わ
れ
て
い
る
物
で
、
世
界
の
子
供

に
ワ
ク
チ
ン
を
届
け
る
手
段
に
な
る
こ

と
に
、
微
力
な
が
ら
も
協
力
で
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
１
㎏
で
１
０
０
０
円
に
な

り
、
現
在
１
・
５
㎏
が
集
ま
り
ま
し
た
が
、

も
う
少
し
集
ま
れ
ば
と
思
っ
て
、
こ
の

活
動
を
今
回
限
り
と
せ
ず
に
、
継
続
し

て
活
動
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
の
お
願
い
に
な
り
ま
す
が
、

不
要
と
な
っ
た
使
用
済
み
切
手
や
、
未
使

用
の
切
手
、

ま
た
書
き
損

じ
の
は
が

き
、
余
っ
て

し
ま
っ
た
年

賀
は
が
き
な

ど
、
継
続
し

た
寄
付
に
つ

い
て
ご
協
力

を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
劇
的
に
収
ま
っ
た
、
昨
年

の
11
月
21
日
。
電
気
科
51
期
１
組
の
ク

ラ
ス
仲
間
が
１
年
ぶ
り
の
再
会
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

み
ん
な
、
コ
ロ
ナ
社
会
で
自
由
に
会

う
こ
と
が
出
来
な
い
閉
塞
感
で
、
我
慢

の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
久

し
ぶ
り
の
再
会
で
は
、
会
話
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

次
は
新
年
会
だ
ね
と
約
束
し
て
、
散

会
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
の
蔓
延
で
、
新
年
会
ど
こ
ろ

で
は
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と

は
い
え
、
コ
ロ
ナ
も
何
時
か
は
収
ま
る

も
の
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
楽

し
み
に
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
小
澤　

記
）

コ
ロ
ナ
収
束
の
狭
間
の
ク
ラ
ス
会

電
気
科
51
期
１
組

2021.11.21
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現
在
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
現
状

ス
ポ
ー
ツ
部

質
問
①

２
０
２
２
年
度
の
主
な
活
動
・
大
会

質
問
②

２
０
２
２
年
度
の
目
標

質
問
③

部
活
動
に
お
け
る
現
在
の
課
題
・
問
題
点

質
問
④

２
０
２
２
年
度
４
月
現
在
の
部
員
数

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

顧
問　

田
邊
康
生

①
４
月　

関
東
大
会
予
選

　

５
月　

県
総
体
予
選

　

６
月　

横
浜
市
民
大
会

　

９
月　

新
人
戦

②
部
員
全
員
で
県
大
会
出
場

③
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
砂
が
な
い

④
１
年
生
９
人　

２
年
生
３
人　

　

３
年
生
６
人

●
卓
球
部

顧
問　

星
野
楓
翔

①
活
動　

月
・
水
・
金
・
土
曜
日

大
会　

２
０
２
１
年
度　

県
高
校
新
人

卓
球
大
会
横
浜
地
区
予
選
会　

シ
ン
グ

ル
・
ダ
ブ
ル
ス　

２
０
２
１
年
度　

神
奈
川
県
高
等
学
校

卓
球
新
人
大
会
兼
関
東
新
人
卓
球
大
会

神
奈
川
県
予
選
会

２
０
２
２
年
度　

横
浜
地
区
高
校
卓
球

大
会
男
子
学
校
対
抗
（
団
体
戦
）

２
０
２
２
年
度　

関
東
県
予
選
・
県
総

体
・
新
人
大
会
（
団
体
戦
）

２
０
２
２
年
度　

関
東
高
校
卓
球
大
会

横
浜
地
区
予
選
会　

シ
ン
グ
ル
・
ダ
ブ
ル

ス②
県
大
会
出
場　

大
会
入
賞

③
用
具
不
足
・
大
会
で
勝
ち
上
が
る
た
め

　

の
実
力
不
足
・
部
員
不
足

④
１
年
生
０
人　

２
年
生
３
人　

　

３
年
生
１
人

●
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

顧
問　

新
山
亜
美

①
５
月　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選

　

11
月　

新
人
大
会

②
県
大
会
出
場

③
部
員
が
少
な
い
た
め
、
試
合
形
式
の
練

　

習
が
で
き
な
い
こ
と

④
１
年
生
５
人　

２
年
生
４
人　

　

３
年
生
０
人

●
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

顧
問　

廣
崎
隼
吉

①
５
月 

イ
ン
タ
ー

ハ
イ
予
選

11
月　

新
人
大
会

②
県
大
会
出
場

③
良
い
試
合
が
で

　

き
る
よ
う
に
な
っ

　

た
が
最
後
勝
ち

　

き
れ
な
い
こ
と

④
１
年
生
９
人　

２
年
生
３
人　

　

３
年
生
６
人

●
軟
式
野
球
部

顧
問　

田
中
亮
大

①
４
月　

春
季
県

　

大
会
１
回
戦

　

武
相
・
県
商
工

　
（
合
同
チ
ー
ム
）

　

１
―
12
日
大
藤

　

沢
②
夏
季
県
大
会

　

ベ
ス
ト
４

③
部
員
不
足

④
１
年
生
０
人　

２
年
生
１
人　

　

３
年
生
４
人

●
剣
道
部

顧
問　

原
田
和
真

①
５
月　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ　

個
人
予
選

　

６
月　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ　

男
子
団
体

　

８
月　

１
年
生
大
会

　

12
月　

新
人
剣
道
大
会　

個
人
戦

②
昇
段
す
る

③
部
員
数
が
少
な
い
の
で
新
入
部
員
の

　

入
部
を
促
す

④
１
年
生
男
子
１
人
女
子
１
名

　

２
年
生
男
子
２
人　

３
年
生
０
人

●
サ
ッ
カ
ー
部

顧
問　

海
野
健
介

①
４
月　

高
校
総
体
予
選

　

６
月
～
10
月　

高
円
宮
杯

　

U
―
18
リ
ー
グ

　

K
４
リ
ー
グ

　

７
月
～　

高
校

　

サ
ッ
カ
ー
選
手

　

権
予
選

　

10
月
～
地
区
新

　

人
大
会

②
総
体
・
選
手
権

　

２
次
予
選
で
勝

　

つ
・
勝
っ
て
楽
し
む
・
楽
し
ん
で
勝
つ

③
細
部
に
こ
だ
わ
る
こ
と

④
１
年
生
13
人　

２
年
生
12
人
（
内
マ

　

ネ
ー
ジ
ャ
ー
２
人
）　

３
年
生
５
人

●
ダ
ン
ス
部

顧
問　

佐
藤 

柊

①
体
育
祭
で
の
発

　

表
、
文
化
祭
で

　

の
発
表
、
文
化

　

部
合
同
発
表

②
『
全
員
参
加
』

　

の
発
表
会

　
（
み
な
で
話
し

　

合
い
を
し
て
、

　

よ
い
発
表
に

　

す
る
）

③
人
数
が
少
な
い
の
で
、
出
来
る
パ

　

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
限
ら
れ
る

④
１
年
生
３
人　

２
年
生
３
人　

　

３
年
生
１
人

※
写
真
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
使
用
い
た
し
ま

し
た
。
次
回
の
部
活
だ
よ
り
は
文
化
部
・
技
術
部
・

同
好
会
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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【就職】 【進学】
ビジネス 技術 ビジネス 技術

㈱京急ストア 神奈川トヨタ自動車㈱ 産業能率大学 日本工学院専門学校
山九㈱　横浜支店 京浜産業㈱ 神奈川大学 横浜デジタルアーツ専門学校
㈱オギノパン 日本ギア工業㈱ 横浜ｆカレッジ 桐蔭横浜大学
㈱コジマ 山九重機工㈱ 日本電子専門学校 横浜商科大学
日揮ビジネスサービス㈱ JFE プラントエンジ㈱　京浜事業所 横浜医療情報専門学校 東京サイクルデザイン専門学校
㈱あおば トヨタモビリティパーツ㈱　神奈川支社 アーツカレッジヨコハマ アーツカレッジヨコハマ
通信設備㈱ 京セラ SOC ㈱ 情報科学専門学校 関東学院大学
京浜急行バス㈱ 自衛隊 横浜ＹＭＣＡスポーツ専門学校 日本工学院専門学校（蒲田校）
㈱ライフコーポレーション 日本ボデーパーツ工業㈱ 横浜実践看護専門学校 浅野工学専門学校
㈱ＥＮＥＯＳフロンティア 東亜鉄工㈱ アミューズメントメディア総合学院 東京工科自動車大学校
共栄フード㈱横浜工場 田中貴金属工業㈱ 文教大学 東京観光専門学校
システムニコル㈱ ㈱アイテス 横浜デジタルアーツ専門学校 情報科学専門学校
㈱ヒューテックノオリン ㈱ DNP エンジニアリング 日本工学院専門学校（鎌田校） 神奈川県立産業技術短期大学校
㈱ DNP ファインケミカル ストラパック㈱ 横浜高等教育専門学校 神奈川大学
ダイワコーポレーション㈱ ㈱サカイ引越センター　横浜支社 青山製図専門学校 日本工学院専門学校（鎌田校）
㈱紀文食品横浜工場 京浜急行電鉄㈱ 横浜公務員＆ IT 会計専門学校 東京工科自動車大学校（中野）
日本郵便㈱南関東支社 高梨販売㈱ ＨＡＬ東京 横浜日建工科専門学校
㈱大協製作所 ＡＬＳＯＫ神奈川㈱ 日本工学院専門学校 神奈川工科大学
㈱葉山国際カンツリー倶楽部 富士美工業㈱ 芸能活動 日本工学院蒲田校
㈱崎陽軒 三菱化工機㈱ 大原簿記情報ビジネス専門学校 東京テクニカルカレッジ
㈱ JR 東日本ステーションサービス ㈱ビックカメラ 鶴見大学 横浜ビューティ＆ブライダル専門学校
フジパン㈱ 東邦チタニウム㈱ 日本工学院専門学校（蒲田校） アミューズメントメディア総合学院
㈱木下の介護 セコム㈱ 横浜医師会聖灯看護専門学校
㈱オート電気 古林紙工㈱　戸塚工場 横浜保育福祉専門学校
日本精工㈱　藤沢工場 ナブコシステム㈱ 東京富士大学
㈱ロピア ㈱ 12Links 横浜調理師専門学校
㈲マーロウ いすゞ自動車㈱ アルバイト
パナソニック コンシューマ マーケティング㈱首都圏エリア 宮本土木㈱ 相模女子大学
古林紙工㈱　戸塚工場 東芝エレベータ㈱　神奈川支社 田園調布学園大学
㈱エイワ 東京メーター㈱ 湘北短期大学
トッパン ·フォームズ · オペレーション㈱ 京浜急行電鉄㈱ 神奈川工科大学
日本飛行機㈱ 京急サービス㈱ 文化服装学院
ENEOS ㈱　川崎製油所 ㈱ジュピターテレコム 大原簿記情報ビジネス専門学校横浜校
日本化工塗料㈱ 住電電業㈱ 駒澤大学
川西倉庫㈱　京浜支店 日本オーチス · エレベータ㈱ 専修大学
㈱オカムラ　追浜事業所 ㈱関電工 東京テクニカルカレッジ
吉田通信㈱ 太平洋製糖㈱ 鎌倉早見美容芸術専門学校
㈱ワイエスシー ㈱光電社 横浜リゾートアンドスポーツ専門学校
安全輸送㈱ 三栄電気工業㈱東京支店 横浜ビューティ＆ブライダル専門学校
㈱関電工 三菱電機ビルテクノサービス㈱横浜支社
チガサキレンタル㈱ ㈱信光社
東京配電工事㈱ 日清オイリオグループ㈱横浜磯子事業場
㈱プロシード 日本工業検査㈱
自衛隊 東芝エレベータ㈱　神奈川支社
新日本ウエックス ㈱キョーワハーツ
㈱エディオン 日本クッカリー㈱
㈱京急ストア 岩城製薬㈱蒲田工場
㈱松岡 日本乳化剤㈱
日本梱包運輸倉庫㈱ ㈱京浜コーポレーション　鶴見事業所
山手冷蔵㈱ ㈱日本触媒
㈱ザ · ネクスト · ワン ㈱ＤＮＰファインケミカル
㈱日産カーレンタルソリューション オーケー㈱
㈱オンデーズ 三菱ケミカル㈱鶴見工場
パブリックソフトウェア㈱ ㈱東芝　小向事業所

㈱ NTT 東日本 ‐ 南関東
伊藤製パン㈱
東京電力パワーグリッド㈱

令和 4年卒　進学・就職情報（令和 4 年 1 月現在） （順不同）

　新型コロナの第六波は、過去に類を見ない多くの感染者を出し、現在
も新規感染者は下げ止まったままです。社会は３月下旬に蔓延防止期間
が終了し、徐々に以前の姿に戻すよう舵が切られたと感じます。確かに、
３年目に入ったコロナ社会に疲弊した国民と、日本社会があるのも事実
です。
　その中、３月２日に商工を卒業した 204 名の卒業生の皆様は、まさ
にコロナに振り回された高校生活だったのではと推察します。先日、高
校の同級生と会った時も、自分達の高校生活が話の中心となっていて、
今年卒業された皆様も、ある意味特別な高校生活を送られた事と思いま
す。卒業生皆様の「進学・就職情報」を拝見し、新たな世界に旅立った
事に安心と、これからの活躍を応援する思いで一杯です。
　数年後に高校生活を振り返って、今までの先輩たちとは違う高校生活
を送ったが、それでも商工での３年間は楽しい学生生活だったと思える
ことを切に願います。卒業おめでとうございました。　

（小澤　記）

編集後記


